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東 京 都 港 区 赤 坂 九 丁 目 ７ 番 １ 号
www.amova-am.com

当運用報告書に関するお問い合わせ先

コ ー ル セ ン タ ー  電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

第215期末（2026年6月12日）
基 準 価 額 16,234円
純 資 産 総 額 9,808百万円

第213期～第215期
騰 落 率 11.3％
分配金（税込み）合計 570円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要な事項にかかる情報を記載したものです。その
他の内容については、運用報告書（全体版）に記載し
ております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）
追加型投信／内外／株式

交付運用報告書
	 第213期（決算日2026年2月12日）		  第214期（決算日2026年4月13日）		  第215期（決算日2026年6月12日）

作成対象期間（2025年12月13日～2026年6月12日）

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上
げます。
さて、「世界好配当インフラ株ファンド（偶数
月分配型）」は、2026年６月12日に第215期の
決算を行ないました。
当ファンドは、相対的に配当利回りの高い世
界のインフラ関連企業の株式等に実質的に投資
し、信託財産の中長期的な成長をめざして運用
を行なってまいりました。
ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。
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運用経過
作成期間中の基準価額等の推移 � （2025年12月13日～2026年6月12日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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第213期首：15,091円
第215期末：16,234円（既払分配金（税込み）：570円）
騰 落 率： 11.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年12月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、相対的に配当利回りの高い世界のインフラ関連企業の株式等に実質的に投

資を行ない、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基
準価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・�ＡＩ（人工知能）主導の設備投資と生産性向上が経済拡大を後押しし、データセンター建設の活況が

企業投資を牽引し、株式市場が上昇したこと 。
・�マクロ経済の逆風にもかかわらず、期間中を通じて企業業績が市場予想を上回る底堅さを示し、メガ

キャップ（超大型）・テクノロジー企業が上昇を牽引したこと。
・�2026年５月下旬にかけて、米国とイランの停戦交渉が60日間の延長に向けて進展したことを受け、

地政学的緊張が緩和したこと。
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＜値下がり要因＞
・�米国でインフレが再加速し、市場の利下げ織り込みが利上げ予想へと転換したこと。
・�中東紛争によるホルムズ海峡の封鎖で石油供給が途絶し、供給不安が肥料・半導体・金属など幅広い

サプライチェーン（供給網）にも波及したこと。
・�プライベートクレジットファンド等で大規模な解約が相次いだほか、長期国債利回りが上昇し、財政

の持続可能性への懸念が浮上したこと。

１万口当たりの費用明細 � （2025年12月13日～2026年6月12日）

項 目 第213期～第215期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 138 0.850 （a）�信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 71） （0.439） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 62） （0.384） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （  4） （0.027） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3 0.020 （b）�売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 株 　 式 ） （  3） （0.020）

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  0） （0.000）

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4 0.025 （c）�有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（ 株 　 式 ） （  4） （0.025）

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  0） （0.000）

（d） そ の 他 費 用 7 0.043 （d）�その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） （  6） （0.035） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の
送金・資産の移転等に要する費用

（ 監 査 費 用 ） （  0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 等 ） （  1） （0.005） 印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 152 0.938

作成期間の平均基準価額は、16,255円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満

は四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.79％です。

総経費率
1.79％

当ファンド
1.79％
当ファンド
1.79％

運用管理費用
（投信会社）
0.88％

運用管理費用
（投信会社）
0.88％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.05％

その他費用
0.09％

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただけますが、期

中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2021年６月14日～2026年6月12日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、2021年６月14日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2021年6月14日 2022年6月13日 2023年6月12日 2024年6月12日 2025年6月12日 2026年6月12日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 9,588 11,873 12,356 13,486 13,793 16,234
期間分配金合計（税込み） （円） － 180 180 570 960 1,110
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 26.1 5.7 14.1 9.8 26.3
純資産総額� （百万円） 4,703 5,089 5,145 5,588 6,665 9,808

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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投資環境 � （2025年12月13日～2026年6月12日）

（海外株式市況）
2026年５月までに発表された米国経済指標は、中東紛争に伴なう地政学的な不確実性の高まりにもか

かわらず、景気の底堅さを示唆しました。イランとの紛争やホルムズ海峡の封鎖は当初、エネルギー価
格ショックによる需要破壊への懸念を高めましたが、米国経済は予想以上の強靭さを示しました。特に
データセンターを中心としたＡＩ主導の設備投資が企業支出を大きく下支えし、消費者の慎重姿勢を一
定程度相殺しました。家計消費は二極化の兆しを見せており、高所得層が底堅さを維持する一方、中低
所得層は支出を抑制しました。2026年４月までの実質消費成長率は全体としてプラスを維持しました。

インフレ面では、エネルギー価格の急騰とサプライチェーンの広範な混乱を背景に、消費者物価指数
（ＣＰＩ）と米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が重視するコア個人消費支出指数（ＰＣＥ）がともに
期間中に大幅に上昇しました。５月のＩＳＭ製造業価格指数も大幅に上昇し、財価格の上昇圧力が根強
く続いていることを示しました。ただし、５月下旬に発表された月次インフレ指標は市場予想をわずか
に下回り、若干の安堵感をもたらしました。労働需要は引き続き大幅に鈍化しており、2025年末の数ヵ
月間は雇用増加がほぼゼロに近い水準で推移し、2026年初頭も低水準が続きました。失業率は比較的安
定しているものの、移民の減少、労働参加率の低下、企業の採用抑制が重なり、「採用も解雇も少ない」
環境が続いており、労働市場は外部ショックに対して脆弱な状態にあります。

中東紛争による物価上昇圧力は一時的なものにとどまり、世界経済の減速がその影響を和らげると予
想されていました。そうした中、2026年５月下旬に米国とイランが60日間の停戦延長で合意したとの
報道が伝わり、エネルギー価格の落ち着きに向けた期待感が広がりました。ＦＲＢは2024年末に３回の
利下げ（合計0.75％）を実施した後、2025年12月から2026年５月にかけて政策金利を3.50％から3.75％
に据え置きました。市場の見方は追加利下げ織り込みから年末までに１～２回の利上げ予想へと大きく
転換し、根強いインフレへの懸念を反映しました。ＦＲＢ当局者はデータ重視の姿勢を強調しており、
大多数は次の政策変更が利下げでも利上げでもなく現状維持となる可能性が高いとしながらも、リスク
バランスがインフレ懸念側に明確に傾いていることを認めています。

中国経済は引き続き強弱まちまちの状況が続きました。2026年第１四半期の公式成長率は目標達成軌
道にあることを示唆しましたが、この経済成長は依然として輸出に大きく依存しており、半導体、ハイ
テク電子機器、電気自動車における中国の際立った競争力を反映しています。一方、国内消費は労働市
場と住宅市場の低迷により、引き続き抑制されており、不動産セクターの課題が消費者マインドを圧迫
しています。輸出好調の恩恵は一般市民には波及せず、不動産市況の低迷も反転しませんでした。不動
産を中心とした構造的な逆風は続いており、2026年度予算や新たな五ヵ年計画においても家計需要の支
援に向けた大規模な財政措置は盛り込まれませんでした。慎重な消費者姿勢と高水準の貿易摩擦が、引
き続き中国経済の特徴となると見込まれます。
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（為替市況）
期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。
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当ファンドのポートフォリオ � （2025年12月13日～2026年6月12日）

（当ファンド）
当ファンドは、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。

（世界インフラ株マザーファンド）
期間末時点の組入比率の高い国は、米国、英国、スペインなどとなっております。セクター別では、

世界的なインフラ投資の恩恵を取り込むべく、電力、空港、エネルギー・インフラなどを中心に幅広い
分散投資を維持しました。

主な投資行動としては、電力、送電、発電セクターへのエクスポージャーを引き下げた一方、水道、
エネルギー・インフラ、通信インフラへのエクスポージャーを引き上げました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年12月13日～2026年6月12日）
当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数を設定しておりません。
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分配金 � （2025年12月13日～2026年6月12日）
分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当し

なかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第213期 第214期 第215期

2025年12月13日～
2026年２月12日

2026年２月13日～
2026年４月13日

2026年４月14日～
2026年６月12日

当期分配金 190 190 190
（対基準価額比率） 1.169％ 1.102％ 1.157％

当期の収益 190 190 88
当期の収益以外 － － 101

翌期繰越分配対象額 7,105 8,080 7,981
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を原則として高

位に組み入れて運用を行ないます。

（世界インフラ株マザーファンド）
トランプ米大統領が第２期政権において幅広い政策変更を推進し続ける中、インフラ市場は激しい地

政学的混乱にもかかわらず期待通りのパフォーマンスとなりました。期間中を通じて、インフラ株式は
上昇局面では市場の値上がりをしっかりと取り込み、下落局面では損失を抑える動きを示しました。エ
ネルギー市場が歴史的な混乱に見舞われた局面においても、その回復力とディフェンシブ（景気動向に
左右されにくい）な特性を改めて示しました。

個別銘柄では、ＡＩ関連インフラや供給制約の恩恵を受けた一部エネルギー資産を中心に、極端なバ
リュエーション（価値評価）が見受けられます。ＡＩ分野への関心は依然として高く、発電、データセ
ンター、送電網インフラへの投資が継続しています。こうした環境の中、当ファンドは相対的に著しく
割安な銘柄の発掘に注力しています。上場インフラ市場が堅調なパフォーマンスを示す一方で、投資機
会は依然として豊富です。特に、地域的なエネルギー供給リスクの影響を一時的に受けた優良資産に注
目しています。

中東紛争をめぐっては、2026年５月下旬の停戦合意が情勢の落ち着きに向けた前向きな兆しとなりま
した。もっとも、経済的な余波は2026年後半にかけて長く続く可能性が高いと見ています。ホルムズ海
峡の封鎖と重要エネルギーインフラへの損傷は、完全な復旧に数年を要する長期的な供給制約となりま
した。世界の石油貯蔵は異例のペースで取り崩されており、紛争開始以来２億4,000万バレル超が放出
されたことで、将来の供給混乱に対する市場の緩衝機能が低下し、価格急騰リスクが高まっています。
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地域別の影響は大きく分かれています。北米のインフラはエネルギー純輸出国としての相対的なエネ
ルギー安全保障の恩恵を受けていますが、ガソリン価格の高騰が個人消費を圧迫しています。欧州のイ
ンフラはエネルギー輸入への高い依存度から、より大きな課題に直面しており、現在の原油・ガス価格
の高騰が消費者の購買力を削ぎ、資本流出を招いています。アジア市場はまちまちの動きとなっており、
中国経済は景気刺激策を受けて安定しつつあるものの、輸出主導の成長構造と米国の関税政策に対する
脆弱性は残っています。

上場インフラ市場は、インフレ連動性と料金改定の仕組みを通じて引き続き恩恵を受けています。エ
ネルギーコストの高止まりやインフレ圧力、事業環境の不確実性が続く中でも、当資産クラスにとって
良好な投資環境は維持されています。

当運用チームは引き続き、長期的な観点からリスクに見合ったリターンが期待できるインフラ企業へ
の選別投資をめざしています。インフラ企業が保有する資産の詳細な分析が、収益・収入の質を評価す
る上で不可欠と考えています。当ファンドは、徹底したボトムアップの銘柄分析を通じて、インフラ企
業の長期的な本質的価値を体系的に見極めることに注力しています。独占的または準独占的なサービス
の性質上、キャッシュフローの予測可能性が高い銘柄の中から、割安なものを厳選することを重視して
います。当ファンドは様々なセクターおよび地域に分散投資をしています。銘柄選定においては、その
事業が景気サイクルを通じて底堅く、十分な資本基盤を有していることを重要な選定基準としています。

現在の市場環境は、当資産クラスが景気サイクルに左右される短期的な投資対象ではなく、ポートフォ
リオにおける戦略的な長期配分先であることを改めて示しています。しばらくの間、地政学的ボラティ
リティはあるものの、インフレに連動した収益構造、社会インフラとしての公共性に加えて、ＡＩ主導
の電力需要拡大、エネルギー転換投資、送電網の近代化といった構造的な成長要因が、当社の前向きな
長期見通しを支えています。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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お知らせ
2025年12月13日から2026年６月12日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。

当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資
産運用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付
表、第８条、第28条の２）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 2007年４月26日から原則無期限です。

運 用 方 針 主として「世界インフラ株マザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託財
産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

世界好配当インフラ株ファンド�
（ 偶 数 月 分 配 型 ）「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。

世界インフラ株マザーファンド 世界各国の企業が発行する金融商品取引所上場株式および株式に類似する権利を主
要投資対象とします。

運 用 方 法

「世界インフラ株マザーファンド」受益証券への投資を通じて、主として、世界各国のインフラ関連企業の金融商
品取引所上場の株式および株式に類似する権利（以下、「株式等」といいます。）に投資を行ない、安定した収益
の確保と中長期的な信託財産の成長をめざします。株式等の銘柄選定にあたっては、市場動向や銘柄毎の成長性、
収益性および流動性などを勘案して投資を行ないます。株式等の組入比率は、高位を維持することを基本とします。
なお、株式に類似する権利への投資比率は、信託財産の純資産総額の50％未満とします。外貨建資産への投資に
あたっては、原則として為替ヘッジを行ないませんが、市況環境などを勘案して為替ヘッジを行なうことがあり
ます。この場合、ヘッジコストなどを勘案して、当該外貨建資産と異なる通貨により為替ヘッジを行なうことも
あります。

分 配 方 針
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配
を継続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者
が決定する額を付加して分配を行なう場合があります。
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年6月末～2026年5月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 38.5 50.5 55.7 71.2 0.6 15.4 24.5
最小値 △ 0.6 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 18.1 17.9 23.1 15.6 △ 2.8 5.7 9.8

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年６月から2026年５月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）配当込み
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●TOPIX（東証株価指数）配当込みは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配
当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属
します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指
数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マー
ケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサー
チ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。
なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、
対象インデックスを用いて行われるアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債
インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で
加重平均した指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-
EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨
建て国債を対象にした指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年6月12日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第215期末

％
世界インフラ株マザーファンド 98.4

組入銘柄数 1銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

親投資信託受益証券
98.4％

親投資信託受益証券
98.4％

その他
1.6％

○国別配分

日本
98.4％
日本
98.4％

その他
1.6％

○通貨別配分

円
98.4％
円

98.4％

その他
1.6％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第213期末 第214期末 第215期末
2026年2月12日 2026年4月13日 2026年6月12日

純 資 産 総 額 9,275,694,661円 10,071,763,912円 9,808,604,782円
受 益 権 総 口 数 5,776,010,599口 5,905,233,800口 6,041,957,588口
1万口当たり基準価額 16,059円 17,056円 16,234円

（注）当作成期間（第213期～第215期）中における追加設定元本額は806,668,286円、同解約元本額は377,048,650円です。

世界インフラ株マザーファンド

（円）
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（2025年6月13日～2026年6月12日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2025年６月13日～202６年６月12日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 18 0.044

（ 株 　 式 ） （18） （0.043）
（ 投 資 信 託 証 券 ） （ 0） （0.000）

（b） 有 価 証 券 取 引 税 21 0.051
（ 株 　 式 ） （21） （0.051）
（ 投 資 信 託 証 券 ） （ 0） （0.000）

（c） そ の 他 費 用 35 0.087
（ 保 管 費 用 ） （35） （0.085）
（ そ の 他 ） （ 1） （0.002）

合 計 74 0.182
期中の平均基準価額は、40,571円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）�各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）

を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第３位未満は四捨五入してあります。

【組入上位10銘柄】
（202６年６月12日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

１ ENBRIDGE�INC エネルギー カナダドル カナダ ６.2
2 UNITED�UTILITIES�GROUP�PLC 公益事業 イギリスポンド イギリス 4.9
３ CHENIERE�ENERGY�INC エネルギー アメリカドル アメリカ 3.9
4 SEMPRA 公益事業 アメリカドル アメリカ 3.６
5 AUCKLAND�INTL�AIRPORT�LTD 運輸 ニュージーランドドル ニュージーランド 3.4
6 NEXTERA�ENERGY�INC 公益事業 アメリカドル アメリカ 3.3
7 NATIONAL�GRID�PLC 公益事業 イギリスポンド イギリス 3.1
8 ESSENTIAL�UTILITIES�INC 公益事業 アメリカドル アメリカ 3.1
9 CMS�ENERGY�CORP 公益事業 アメリカドル アメリカ 3.1
10 CELLNEX�TELECOM�SA 電気通信サービス ユーロ スペイン 3.1

組入銘柄数 44銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。

交付_90002_436658_20260612_世界インフラ株マザーファンド_1109001.indd   1交付_90002_436658_20260612_世界インフラ株マザーファンド_1109001.indd   1 2026/06/16   14:55:422026/06/16   14:55:42

11

世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）

交付_90002_440825_20260612_再校_世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）_1109002.indd   11交付_90002_440825_20260612_再校_世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）_1109002.indd   11 2026/07/06   15:58:142026/07/06   15:58:14
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